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研究成果の概要（和文）：本研究では、戦前日本における結核の感染状況を確認する目的から、陸軍の軍隊胸膜
炎に着目した。1921年に設置された軍隊胸膜炎調査会に関する歴史的資料からは、軍隊で蔓延していた胸膜炎が
結核によるものであること、さらに、結核は徴兵前に感染した成年男性が営内でほかの兵士に感染させていたこ
とがわかる。軍隊での結核の集団感染問題は、一般社会での結核蔓延を反映していたという点で、当時の発生状
況を知る重要な情報源であることが確認された。

研究成果の概要（英文）：This research focused on Pleuritis among Japanese army in order to analyze 
tuberculosis infection in pre-war Japan. Historical documents of Army pleuritic committee (Guntai 
Kyomakuen Chosakai) established in 1921 shows 1) Pleuritis among soldiers comes from tuberculosis 
and 2) soldiers who infected with tuberculosis before their conscription infected others within 
military camps. Mass infection in Japanese army mirrored the situation of tuberculosis in each local
 community.

研究分野： 医療社会史

キーワード： 結核　軍隊胸膜炎　集団感染

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、戦前日本の結核について、死亡ではなく感染に焦点を当て、軍隊における結核蔓延が、成人男性につ
いては一般社会の状況を忠実に反映していたという結論にいたった。この点は、日本の結核史研究に新たな知見
を提供するものである。また、軍隊という特定の集団で感染症が蔓延した場合に、母体となった一般社会や、隣
接するほかの集団との動向と感染状況が連関している点は、単に歴史的事象の指摘にとどまらず、現代社会にお
ける感染症と地域社会を考える際にも重要な示唆を与えるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在の日本は結核罹患率が欧米先進国と比較して高いことから中蔓延国に分類される。その

理由のひとつに、戦前から戦後直後にかけての日本が結核の大蔓延地域であったことが挙げら
れる。近年では、歴史学および科学史研究において、近代の日本社会と結核に関する研究が進展
している。しかし、その対象は、結核感染者の特徴である長期の療養問題や、文学作品に投影さ
れた結核患者の心象などにおかれている。そのため、戦前日本の結核蔓延の規模が実際にはどの
程度であったのかという根本的な問題が把握されていないままとなっている。 

日本において、結核のヒト感染数が把握され
たのは、厚生省によって 1953（昭和 28）年に
第 1 回結核実態調査が行われてからである。そ
れ以前については、死因統計に基づく人口 10
万人あたりの結核亡率によって、蔓延状況が説
明されてきた（図 1）。しかし、結核は感染から
発症に至る過程が極めて多様で、若年期に感染
し老齢期に再発する「内因性再燃」が特徴とさ
れる細菌感染症である。そのため、死亡率と罹
患率との間には大きな差異が存在したことが
容易に推測される。すなわち、死亡率による結
核の蔓延状況の説明は、その社会的影響を正確
に測定しているとは限らない。 
このような結核に関するデータの整備環境

のなかで、例外的に感染の状況が把握されて
いるのが、明治末期（1910 年代）以後の女性工場労働者（いわゆる女工）についてである。こ
れは、1913（大正 2）年に石原修が「衛生学上ヨリ見タル女工之現況」で指摘したように、大阪
などの大都市の紡績工場において厳しい労働環境におかれた女工の間で結核感染者が続出して
いたことが原因とされる。近年の社会経済史研究では、統計学的手法により、結核に感染した女
工の帰郷が農村部の伝播の原因となったとする、いわゆる「帯患帰郷問題」が数理的に論証され
ている。 
しかし、1932（昭和 7）年以後、日本の結核死亡率は、女性よりも男性の方が高かったことが

すでに指摘されている。その背景には、軽工業から重工業への産業転換による労働者層の変化、
対外戦争による成年男子の動員増加などが考えられよう。結核死亡率における男性優位の傾向
に対しては、戦後に実施された結核実態調査において、都市部における 20 歳から 40 歳の男性
が結核感染の中心であることが判明した。このような状況が、戦前から連続したものであったの
か、あるいは、戦中・戦後の社会的混乱や食糧難による栄養状況の悪化などに起因するものであ
るのかはわかっていない。そのため、戦前から戦後、さらには現代へとつながる日本の結核の蔓
延状況を長期的な視野から捕捉するためには、女工だけではなく、成人男性の感染状況を含めた
具体的なデータに基づいた議論を行う必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、戦前日本の結核の蔓延状況を、死亡ではなく罹患に基づくデータによって歴史的、

疫学的に検証する。そのために、陸軍および海軍における軍隊胸膜炎問題および各大学に設置さ
れた結核研究機関の研究成果に着目する。研究対象とする時期を、日本の工業化が進展した明治
後期（1900 年代）以後、軍隊胸膜炎が問題化した 1910 年代から 40 年代を経て、結核予防接種
（BCG）と化学療法が本格化する 1950 年代初頭までとする。 
戦前日本の成人男性の結核罹患状況を知る手がかりは、軍隊における胸膜炎問題にある。1910

年代以後、将兵の健康問題として注目された胸膜炎の多発は、実際には肺結核の発症によるもの
だった。そのため、陸軍軍医部を中心に、1921（大正 10）年に「軍隊胸膜炎調査会」が組織さ
れ、疫学調査や原因究明などが行われた。同調査会の研究雑誌『軍胸』（第 21 巻まで刊行）およ
び『軍医団雑誌』に掲載された多数の疫学報告から得られる結核罹患情報は、部隊（集団）ごと
に詳細な叙述がなされており、既往（病歴）、出身地、年齢などの付帯情報を利用することが可
能である。ここから、成人男性における結核の蔓延状況を具体的に再現する。 
 
３．研究の方法 
(1)戦前日本の結核感染情報の収集・整理 
本研究が対象とする 1900 年代から 1950 年代にかけての結核の感染データを文献資料から収

集・整理する。学齢児童および工場労働者の疫学情報についてはすでに既存の研究で多くが明ら
かになっているため、本研究では、成人男性の結核罹患情報として軍隊将兵の動向に着目する。 
そのために、『軍医団雑誌』（1900-1943 年、陸軍軍医団）および『軍胸』（1921-1929 年、軍隊
胸膜炎調査会）から、陸軍および海軍将兵の結核罹患情報を収集する。特に『軍胸』は発行元で
ある軍隊胸膜炎調査会の活動がこれまで知られていない。これらの文献の情報源となっている
歴史資料（一次史料）についても、防衛研究所史料閲覧室（防衛省）において調査・収集を行う。 
 
 (2)各研究機関で実施された結核研究情報の収集・整理 

図 1 日本における結核発生 1900-2014 



主に 1930 年代以後、国内の結核蔓延を背
景として、各大学に結核研究機関が設置され
た（表 1）。本研究では、これらの組織で実施
された研究内容を刊行物などから把握する
とともに、その情報源となった一次史料につ
いても調査・収集を行う。本作業により得ら
れる情報と上記の統計資料は、疫学的には局
地的な集団発生例であったり、期間が限定的
な情報であったりする可能性が高い。本研究
では、感染の母集団が明確である事例や、戦
後の疫学情報と直接比較可能な事例を選択・
利用することで、戦前日本における結核罹患
を説明する材料とする。 
 
４．研究成果 
(1)軍隊胸膜炎に関する資料収集 
国内の図書館および文書館などで『軍胸』の所蔵状況を調査し、京都府立医科大学図書館にお

いて全号全頁の撮影を実施した。軍隊胸膜炎調査会については、アジア歴史資料センターで公開
されている防衛省防衛研究所所蔵の旧軍関係資料を調査し、『大日記』などに数点、関係資料を
確認した。このほか、『医海時報』（1926-1940 年）など医学関係の逐次刊行物に掲載された軍隊
胸膜炎調査会関係の記事を調査・収集した。なお、防衛省防衛研究所戦史研究センター史料室に、
調査会の歴史的資料の所在について照会したが、新たな情報を得ることはできなかった。 

 
(2)軍隊胸膜炎調査会の活動に関する歴史的検討 

1921（大正 10）年に設置された胸膜炎調査会の目的は「国民結核病増加ノ反映ト見做スヘキ
ヤ或ハ之ヲ兵業ノ特種ナル関係ニ帰スヘキヤ」、すなわち 1920 年代に激増していた陸軍将兵の
胸膜炎の原因が一般社会の結核蔓延にあるのか、軍事訓練など軍隊社会自体にその原因がある
のかを医学的に特定することにあった。そのために、軍隊胸膜炎について①実験的研究、②統計
的調査、③事実的調査（疫学的調査）の三領域について、1929（昭和 4）年 3 月の解散までの間
に延べ 48 名の軍医研究者が調査・研究に参加した。研究雑誌『軍胸』は調査会が存続した 7 年
半の間に 22 点が刊行されており、調査会の研究成果を示す媒体として機能した。執筆者は、矢
田耕造（軍医監）、出井淳三（一等軍医正）などベテラン・クラスの軍医研究者である。掲載内
容からは、当初は③事実的調査が多くを占めており、同会の初期の活動の主眼が、聯隊ごとの胸
膜炎発生状況など、事態の把握にあったことがわかる。1928（同 3）年になると、検出試料を用
いた培養試験など、①の実験的研究が多く行われ、胸膜炎の要因が結核であることが確認された。
調査会としては、感染源の営内輸入防止、兵営での蔓延予防（健康兵へのツベルクリン反応検査、
レントゲン検査）、軍事訓練の強度緩和などを提案した。 
 
(3)収集資料の統計的検討 
軍隊胸膜炎は、「結核ト共ニ軍隊主要疾病ノ双

璧ヲナセリ｣（矢田耕造 1923）とされていたよ
うに、当初は結核とは別個の健康阻害として軍
隊で認識されていた。1920（大正 9）年に胸膜
炎、肺結核ともに大きなピークを迎える（図 2）。
1918（大正 7）年は流行性感冒によるものであ
る。1919-21 年には、中途除隊兵の 36.3%が胸
膜炎、18.8%肺結核と、両者を合わせて過半が胸
部疾患によるものとなった。胸膜炎の最蔓延期
は、1922（大正 11）年で、患者 7050 名（1000
人あたり 32.27）である。 

調査会では、1927（昭和 2）年に胸膜炎発症
者の 70.8%から結核菌が検出されることを確認
した。残りの 29.2%は、検出精度の問題と結核以外の要因によると推定される。また、胸膜炎に
よる除隊者の約 25%が、4 年から 11 年以内に結核により死亡している。これらの事実について
は、調査会では、入隊前の結核感染が「素因」となり、感冒流行や過重兵業などが「誘因」とな
り重症化にいたったとしている。1925-29 年の胸膜炎の発生のうち、68.0％が入営後 1 年以内と
初年兵に顕著であること、山砲兵、野戦重砲兵など疲労度が高い兵業に発症者が多発しているこ
となどが具体的な例として指摘された。 
以上のことから、軍隊胸膜炎の過半は肺結核に起因するものであり、一般社会の結核蔓延状況

が軍隊に反映していたと考えることが妥当である。 
 

 
(4)今後の課題 

表 1 日本の結核研究機関一覧 

図 2 陸軍における肺結核発生 1876-1932 



本研究で得られた知見から発展させ、軍隊の部隊ごとの結核発生状況と、部隊所在地の感染状
況を比較することで、胸膜炎調査会の結論を検証できる可能性がある。また、初年兵の感染多発
という事態からは、彼らの出身地の結核発生との関連を検証すること必要である。 
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